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●判決日が延期されました!! 

＝天 海 訴 訟＝ 
５月１８日 (火) 

―千葉地裁 １３時１０分 開廷です― 

国庫負担増やして ―厚生労働省要請― 

７５歳以上医療費窓口負担２倍化やめて！ 
 

７５歳以上医療費窓口負担２割化などを盛り込

んだ「健康保険法一部改正案」について、中央社保

協などが１６日、厚生労働省に要請と懇談を行いま

した。県内からは県民医連、年金者組合県本部、県

社保協から５人がWebにて参加しました。 

 
コロナ禍のもと、国民負担増は耐えられない 

高齢者の２割負担は受診控え、重症化招く 
 

今国会に提案されている「全世代対応型の社会保

障制度を構築するための健康保険法の一部を改正

する法律案」はすべての世代で広く安心を支えるた

めというが、高齢者や低所得者に対する影響が大き

く、コロナ禍のもとでこれ以上の負担増は耐えられ

ない。現役世代が負担する後期高齢者支援金は▲

720億円。一人あたり年約700円。月30円弱の

負担減。一番減るのは公費で▲980億円です。公

的負担を増やすことこそ必要と指摘。７５歳以上窓

口負担２割化の撤回を求めました。 
 

すべての世代の社会保障給付拡大こそ 

高齢者への給付が多すぎると世代間対立をあお

るのではなく、大企業や富裕層に応分の負担求め、

すべての世代の給付拡大こそ必要と訴えました。 
 

国保料子どもの「均等割」は将来的に廃止を 

子ども（未就学児）に係る均等割減額措置の公費

支援制度を創設については、「均等割」そのものが

応能負担原則に反するものであり、未就学児までと

する減額措置を拡大し、将来的に廃止をすべきもの

と指摘しました。               

 

医療・介護・福祉に十分な財源を! 

現場の声 国に届け! !  いのち署名  

病院・介護事業所から   ５１３筆 
 

「署名用紙あと１０枚追加で送ってください」 

２月半ば、船橋市内の介護事業所から電話があり

ました。あれからひと月、四街道市内の事業所か

ら「まだ署名間に合いますか？」「用紙をコピー

して署名欄をいっぱいにしてから送りたいので

すけど・・・」と。 

県社保協・千葉労連共同で県内の病院と介護事

業所あわせて１１００カ所に、署名用紙２枚を添

え郵送で「安全・安心の医療・介護の実現と国民

のいのちと健康を守るための国会請願署名」協力

のお願いをしてからひと月。１６日までに６１事

業所から５１３筆の署名が寄せられています。 

コロナ感染対策の教訓を経て、いのちとくらし

守るために、現在開会中の国会に向け、さらに署

名を広げます。 

国会への提出予定は５月２０日です。 

 

 さらに、国民健康保険制度の改悪に拍車をかける

法案の問題点を指摘し、●コロナ禍による減収に応

じた保険料減免制度の拡充●自治体の法定外繰り入

れを禁止しないこと等を要請しました。 

法案は一括審議ではなく分離審議を 

そして「後期高齢者医療の窓口負担の見直し」に

よる国民に負担増を求める法案と「子どもの国保料

の均等割額の減額措置の導入」等、国民負担軽減の

法律案が一括提案されていること。一括審議するこ

とは無理がある。分離審議すべきと指摘しました。 
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